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「テクノロジー」１ 

五
ご

感
かん

を送
おく

る 

 

 小
しょう

学生
がくせい

のとき、年
ねん

賀
が

状
じょう

（新年
しんねん

のあいさつ）を書
か

くのが好
す

きでした。多
おお

いときは 50枚
まい

ぐらい書
か

いたと思
おも

います。中
ちゅう

学
がく

2年生
ねんせい

のときは、友
とも

だちのまねをして、アマチュア無
む

線
せん

の免
めん

許
きょ

を取
と

りました。さっそく、無
む

線
せん

局
きょく

を開
かい

局
きょく

しました。年齢
ねんれい

も顔
かお

もわかりませんが、100km
キ ロ

も 200km
キ ロ

も離
はな

れている人
ひと

と話
はな

すことができて、

とても楽
たの

しかったです。 

 年
ねん

賀
が

状
じょう

で送
おく

っていたのは文字
も じ

で、無
む

線
せん

で送
おく

っていたのは声
こえ

でした。今
いま

は、文字
も じ

も声
こえ

も、スマートフォ

ンがあれば簡単
かんたん

に送
おく

ることができます。文字
も じ

や声
こえ

だけでなく、写
しゃ

真
しん

を撮
と

って送
おく

ることもできるし、短
みじか

い

動
どう

画
が

を撮
と

って送
おく

ることも簡単
かんたん

にできます。 

送
おく

られた文字
も じ

を目
め

で見
み

るとき、情
じょう

報
ほう

の窓口
まどぐち

は目
め

です。ですから、文字
も じ

は視
し

覚
かく

情
じょう

報
ほう

です。送
おく

られた声
こえ

を

耳
みみ

で聞
き

くとき、情
じょう

報
ほう

の窓口
まどぐち

は耳
みみ

です。つまり、声
こえ

は聴
ちょう

覚
かく

情
じょう

報
ほう

です。写真
しゃしん

は視
し

覚
かく

情
じょう

報
ほう

で、動
どう

画
が

は見
み

て聞
き

くものなので、視
し

聴
ちょう

覚
かく

情
じょう

報
ほう

です。手
て

紙
がみ

、無
む

線
せん

、電
でん

話
わ

、スマートフォンと私
わたし

たちはだんだんと感覚
かんかく

を拡
かく

張
ちょう

してきました。 

今
いま

や、スマートフォンがあれば、人間
にんげん

の五
ご

感
かん

、視
し

覚
かく

・聴
ちょう

覚
かく

・嗅
きゅう

覚
かく

・味
み

覚
かく

・触
しょっ

覚
かく

のうち、視
し

覚
かく

情
じょう

報
ほう

と

聴
ちょう

覚
かく

情
じょう

報
ほう

を送
おく

ることができます。では、次
つぎ

に送
おく

ることができるのは、嗅
きゅう

覚
かく

・味
み

覚
かく

・触
しょっ

覚
かく

のうち、どれ

でしょうか。 

 次
つぎ

に送
おく

ることができるのは、触
しょっ

覚
かく

です。例
たと

えば、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

のクレーンの運転
うんてん

を想像
そうぞう

してください。レ

バーをゆっくり前
まえ

に押
お

したり手
て

前
まえ

に引
ひ

いたり、レバーを右
みぎ

や左
ひだり

に倒
たお

したりしてクレーンを運転
うんてん

します。

クレーンを運転
うんてん

すると言
い

うことは、レバーに触
ふ

れて、いろいろな力
ちから

を入
い

れるということです。クレーン

のレバーを操
そう

作
さ

するロボットを、インターネットにつなげれば、会社
かいしゃ

の机
つくえ

から遠
とお

く離
はな

れた工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

の機
き

械
かい

を動
うご

かすことができます。 

インターネットとロボットがつながると、そこに行
い

かなくても、いろいろなことができるようになりま

す。例
たと

えば、「硬い」、「柔らかい」など、触
さわ

った感
かん

じを、情
じょう

報
ほう

として伝
つた

えることができれば、ロボットが

病
びょう

院
いん

で患者
かんじゃ

をやさしく抱
だ

いて運
はこ

ぶことができるかもしれません。全身
ぜんしん

がディスプレイになっているロボ

ットに 3 D
スリーディー

であなたの姿
すがた

を写
うつ

せば、もう1人
ひとり

のあなたに見
み

えるかもしれません。そして、そのロボット

と握手
あくしゅ

したら、本当
ほんとう

に握手
あくしゅ

しているように感
かん

じるかもしれません。 

文字
も じ

を送
おく

る手
て

紙
がみ

から発展
はってん

した技
ぎ

術
じゅつ

は、人間
にんげん

の五
ご

感
かん

のうち、視
し

覚
かく

、聴
ちょう

覚
かく

、触
しょっ

覚
かく

を伝
つた

えることができる

ようになりました。あと 2つは、嗅
きゅう

覚
かく

（鼻
はな

）と味
み

覚
かく

（舌
した

）です。インターネットで、匂
にお

いや味
あじ

が伝
つた

わる

日
ひ

が来
く

るのは、そんなに遠
とお

くないかもしれません。 
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この作品
さくひん

はクリエイティブ・コモンズ 表
ひょう

示
じ

 - 4.0 国際
こくさい

 ライセンスの下
もと

に提
てい

供
きょう

されています。この作品
さくひん

を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は、「たどくの

ひろば」を出
しゅっ

典
てん

として示
しめ

してください。 

例
れい

）出
しゅっ

典
てん
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